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1. 実習概要・学習内容 

 本実習では、「医療と社会」シリーズ講義の内容をより深く理解することを目的に、1) 論

文セミナー、2) 学外施設見学、3) 疫学演習、4) 代替医療実習を実施する。  

 1) 論文セミナー  

健康課題や保健・医療・福祉・介護に関する社会医学の諸問題からテーマを 1 つ選択

し、グループ（約 5 名程度）で全期間を通じて自己学習を行い、理解を深める。 

 具体的には、選択した課題について文献検索等を行って適切な情報を収集、吟味し、

現状や問題点、解決策を論理的に考察する一連のプロセスを学習する。さらに、実習の

成果を論文形式で報告書にまとめ、論文の作成過程を理解するとともに、スライドを作

成し学会発表形式での口頭発表を行い、プレゼンテーション技能の基礎を修得する。 

2) 学外施設見学  

学外施設に移動して産業保健などの公衆衛生活動の現場を見学するとともに、産業医

等の公衆衛生関係者から話を聞き、公衆衛生活動の実際について理解する。 

3) 疫学演習 

講義で学習した疫学指標およびスクリーニング検査の評価指標に関する演習問題を

解いて、教員から各指標の意義と計算方法についての指導を受け、重要な疫学の方法論

について体得する。  

4) 代替医療実習  

学外の専門家から代替医療についての知識を得るとともに、健康増進・予防医療での

実践に関する話を聞いて体験する。                                                                                

 

2. 到達目標 

1) 社会医学の課題について、インターネットを使った文献検索等を行い、適切な情報

を入手できる。 

2) 収集した情報を整理して、現状や問題点、解決策を論理的に考察できる。                                  

3) 収集した情報を活用して、論文形式で報告書を作成できる。 

4) スライドを用いた学会形式でのプレゼンテーションができる。 

5) 学外施設の見学を通して、各種機関での公衆衛生活動を理解し説明できる。 

6) 基本的な疫学指標およびスクリーニング検査の評価指標について計算できる。  

7) 健康増進・予防医療における代替医療の実践について説明できる。                                  

 



3. 学習上の注意点 

1) 論文セミナー実習：実習時に配付する実習書で実習内容と注意事項を確認すること。

担当教員の指示に従い、各グループ内で話合い、全員で作業を分担した上で、文献

資料の検索と収集、論文作成作業、プレゼンテーション準備等を行うこと。その際、

実習以外の自習時間等も有効に利用して必要な作業を行うことが求められる。  

なお、作業には PCを使用するので、第 1学年のアカデミックスキルズで習った Word, 

PowerPoint などのソフトの操作とインターネットでの文献検索・活用法を復習し

ておくこと。 

2) 学外施設見学：事前に配布する実習手引きを読んで、実習内容と注意事項を十分に

確認しておくこと。また、「医療と社会」シリーズの産業保健の講義について復習

しておくこと。 

なお、注意事項が守られていない場合には、実習参加が認められないことがある。 

3) 疫学演習：事前に「医療と社会」シリーズの疫学の講義について復習しておくこと。 

4) 代替医療実習：事前に説明する注意事項を確認してから参加すること。                                    

 

4. 教科書・参考書 

  教科書・参考書の指定はない。 

 

5. 成績評価 

評価項目 実施回数 評価割合 備考 

論文セミナー 前期 70（％） 学生はグループごとに以下の活動を行

うことが単位修得に必須である。 

① 研究計画書を提出する。 

② 各リサーチクエスチョンに関する

グループ討議に参加し、実習報告書

を提出する。 

③ 教員の添削を受けて完成した論文

を提出する。 

④ 発表会に参加し、発表、質疑応答、

グループ間の相互評価を行う。 

さらに、提出論文および発表会での発

表について、教員による評価を行う。 

学外施設見学 1 15（％） 実習に参加し、指定した課題のレポー

トを提出することが単位修得に必須で

ある。 

提出レポートについて評価を行う。 



疫学演習 1 15（％） 授業時間中に確認テストを実施し、評

価する。 

代替医療実習 1 ― 実習の参加が単位修得に必須である。 

授業態度  ― ① 論文セミナーでの作業内容および

実習態度について、指導教員による

個人評価を行い、実習の成績に加点

または減点する。 

② 学外施設見学、疫学演習、代替医療

実習の実習態度に問題がある場合、

実習成績から減点する。 

③ 学外施設見学レポート、論文セミナ

ーでの提出物について、提出期日の

遅れやその他の不備がある場合、実

習成績から減点する。 

  100（％）  

 

6. オフィスアワー 

所属 役職 氏名 時間 場所 連絡先 

予防医学 

（環境保健、

健康増進・ 

疫学）  

教授 髙田 礼子 
月曜日 

12 時 30 分～13 時 30 分 

医学部本館 4 階 

予防医学教室 

3425 

（内線） 

予防医学 

（環境保健） 
准教授 人見 敏明 

水曜日 

12 時 30 分～13 時 30 分 

医学部本館 4 階 

予防医学教室 

3425 

（内線） 

 

 


